
第
五
条
第
一
項
の
表
中

「
十
五
の
二

第
二
条
第
十
九
号
の
前
照
灯

第
九
十
八
号
改
訂
版

第
百
十
二
号
改
訂
版

を

十
五
の
三

第
二
条
第
十
九
号
の
二
の
前
照
灯

第
百
二
十
三
号
改
訂
版

」

「
十
五
の
二

第
二
条
第
十
七
号
の
騒
音
防
止
装
置

第
四
十
一
号
第
四
改
訂
版

十
五
の
三

第
二
条
第
十
九
号
の
前
照
灯

第
九
十
八
号
改
訂
版

に

第
百
十
二
号
改
訂
版

十
五
の
四

第
二
条
第
十
九
号
の
二
の
前
照
灯

第
百
二
十
三
号
改
訂
版

」

改
め
る
。

第
三
号
様
式
中

「

第
二
条
第
十
六
号
の
乗
降
口
の
扉
の
開
放
防
止
装
置

」
を

「

第
二
条
第
十
六
号
の
乗
降
口
の
扉
の
開
放
防
止
装
置

に

第
二
条
第
十
七
号
の
騒
音
防
止
装
置

」

改
め
る
。附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
五
年
一
月
二
十
七
日
か
ら
施
行
す
る
。

平成™œ年˜月™œ日 金曜日 (号外第˜œ号)官 報

二

平
成
二
十
五
年
十
月
一
日
以
後
に
市
町
村
長
が
平
成
六
年
改
正
省
令
附
則
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
戸
籍

を
改
製
し
た
と
き

管
轄
法
務
局
若
し
く
は
地
方
法
務
局
又
は
そ
の
支
局
が
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
平
成
六

年
改
正
省
令
附
則
第
二
条
第
四
項
に
よ
っ
て
当
該
市
町
村
長
か
ら
そ
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
当
該
改
製
に

係
る
全
て
の
戸
籍
の
副
本
の
送
信
を
受
け
た
日

（
戸
籍
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
三
条

平
成
六
年
改
正
省
令
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
二
条
第
二
項
中
「
第
四
項
に
お
い
て
同
じ
。」を
削
り
、
同
条
第
四
項
中
「
磁
気
デ
ィ
ス
ク
を
も
っ
て
調
製

さ
れ
た
そ
の
副
本
を
」
を
「
当
該
改
製
に
係
る
全
て
の
戸
籍
の
副
本（
電
磁
的
記
録
に
限
る
。次
項
に
お
い
て
同
じ
。）

を
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
」
に
、「
に
送
付
」
を
「
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
送
信
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項

中
「
こ
の
省
令
」
を
「
戸
籍
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
五
年
法
務
省
令
第
一
号
）」に
、「
第

七
十
五
条
第
二
項
前
段
」
を
「
第
七
十
五
条
の
二
第
一
項
前
段
」
に
改
め
、「
規
定
に
よ
っ
て
」
の
下
に
「
そ
の
使
用

に
係
る
電
子
計
算
機
に
」
を
加
え
、「
送
付
」
を
「
送
信
」
に
改
め
る
。

〇
国
土
交
通
省
令
第
一
号

自
動
車
運
転
代
行
業
の
業
務
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
国
土
交
通
省
関
係
自
動
車
運
転
代
行
業
の
業
務
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
五
年
一
月
二
十
五
日

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

国
土
交
通
省
関
係
自
動
車
運
転
代
行
業
の
業
務
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

国
土
交
通
省
関
係
自
動
車
運
転
代
行
業
の
業
務
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
国
土
交
通
省
令

第
六
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
第
二
項
中
「
も
っ
ぱ
ら
自
動
車
運
転
代
行
業
の
用
に
供
す
る
随
伴
用
自
動
車
以
外
の
自
動
車
」
を
「
旅
客
自

動
車
運
送
事
業
の
用
に
供
す
る
自
動
車
」
に
、「
前
項
に
規
定
す
る
」
を
「
前
項
第
二
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
」
に
改

め
、「（
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
の
用
に
供
す
る
自
動
車
を
随
伴
用
自
動
車
と
し
て
用
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
同
項
第

二
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
も
の
に
限
る
。）」
を
削
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
国
土
交
通
省
令
第
二
号

道
路
運
送
車
両
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
第
七
十
五
条
の
二
第
一
項
及
び
第
七
項
並
び
に
第
七
十

五
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
装
置
型
式
指
定
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
五
年
一
月
二
十
五
日

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

装
置
型
式
指
定
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

装
置
型
式
指
定
規
則
（
平
成
十
年
運
輸
省
令
第
六
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
十
七
号
中
「
騒
音
防
止
装
置
」
の
下
に「（
二
輪
自
動
車
に
備
え
る
も
の
に
限
る
。）」
を
加
え
、
同
号
の
次

に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
七
の
二

法
第
四
十
一
条
第
十
一
号
の
騒
音
防
止
装
置
（
二
輪
自
動
車
に
備
え
る
も
の
を
除
く
。）
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